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高原町 
 

 

 

あああああああ※自治会への加入のお願い※あああああ あ  
高原町には、自治会組織として「区・班」があります。自治会は、町

民の交流・親睦を促進するさまざまな活動を行うとともに、まちづくり

において重要な役割を果たしています。 

 高原町では、町民の皆さん同士が協力しながら、安心して地域生活を

送ることができるよう、自治会への加入をお願いしております。 

 

あああああああ ※自治会に加入するには※あああああああ 
自治会に加入するには、「班加入連絡表」に必要事項を記入し、あなた

が居住する自治会の「班長」に提出ください。 

 あなたが居住する地区の区長・班長がわからないとき、または自治会に

関して御不明な点等がある場合は、総務課行政係までお問い合わせくださ

い。 

 

ああああああ        あお問合せ先       あああああああ 

 高原町 総務課 行政係  

〒889－4492 宮崎県西諸県郡高原町大字西麓８９９番地 

電 話 0984－42－2112 

ＦＡｘ 0984－42－4623 

Ｅメール soumu@town.takaharu.lg.jp 
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高原町指定ごみ袋について 
 一時、店頭にて品薄になっておりました指定ごみ袋の在庫が、十分に確保さ

れたことをお知らせします。 

 それに伴いまして、生ごみを市販の透明袋で排出できる措置は、当初お知ら

せしていたとおり７月３１日にて終了しております。 

 今後は、従来どおり指定ごみ袋での排出をお願いします。 

問 町民課 環境係 ☎0984-42-1067（内線：160） 
 

シルバーウイークのごみ収集について 
シルバーウイークのごみ収集については、以下のとおりとなります。 

〇９月 21日（月）～23日（水）は、ごみ収集を行いません。 

〇24日（木）からは通常どおり収集します。 

 ご不明な点は下記までお問い合わせください。 

 

問 町民課 環境係 ☎0984-42-1067（内線：160） 
 

犬のふんは必ず持ち帰りましょう 
 高原町内において、「犬のふんが放置され、大変迷惑している」との相談が増

加しています。 

 放置された「ふん」があることで通行人や近隣の

人はとても不愉快な思いをしています。また、責任

をもってふんの始末をされている飼い主さんが誤解

を受ける原因にもなります。 

 「高原町環境保全条例」第８条では、「愛がん動物

の飼育者は、その動物が地域の良好な環境を妨げな

いよう飼育しなければならない。」と定められていま

す。 

 犬を散歩するときは、ビニール袋や新聞、スコップ、尿を洗い流すためのペ

ットボトル等を持参して、犬の「ふん」は持ち帰りましょう。 

 マナーを守って、気持ちよく暮らせる地域づくりのため、ご協力をお願いし

ます。 

問 町民課 環境係 ☎0984-42-1067（内線：160） 

※記事の内容については、各課等へお問い合わせください。 

※町ホームページからもダウンロードできます。https://www.town.takaharu.lg.jp 

役場からのお知らせ №199 
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ごみの野外焼却は禁止されています 
 野外焼却についての通報が、非常に多くなっております。これから、秋・冬

と乾燥しやすい季節となり、山林火災や周辺への延焼の危険性も高まります。 

野外でごみを焼却する行為は法律にて禁止されており、罰則も設けられてお

ります。 

 野外焼却は地面に穴を掘っての焼却、ドラム缶や家庭用焼却炉での焼却を含

みます。 

●野外焼却の危険性 

 野外焼却のような低い温度での焼却は、ダイオキシン等有害物質の発生原因

となり、人体に影響を及ぼす危険性があります。 

 また、煙が家の中に入ったり、臭いが洗濯物に付着したりと、周辺の生活環

境に影響を及ぼす可能性があります。 

●違反した場合は？ 

 違反した場合には以下の罰則が適用されます。 

 ・５年以下の懲役若しくは１,０００万円（法人の場合３億円）以下の罰金、

またはこの併科 

●お近くの野外焼却でお困りの場合 

 警察への通報又は役場環境係へ通報をお願いします。 

役場環境係へ町民のみなさまから通報があった場合、現地確認・調査を行

い、是正指導（警察への通報を含む）を行います。 

 適切なごみの処理を行い、高原町の豊かな自然環境を未来に残していきまし

ょう。 

問 町民課 環境係 0984‐42-1067（内線：160） 
 

フロンガスを使用している小型家電製品の処分について 
これまでフロンガスを使用している小型家電製品（冷媒機能付き）は、高原

町で処分することができませんでしたが、令和８年９月１日より処分できるよ

うになりました。処分の仕方については下記のとおりとなります。 

〇対象物 

 家庭用除湿機、冷風機、冷水機、製氷機、除湿機能付き空気清浄機等 

 ※家電４品目であるエアコン、冷蔵庫及び冷凍庫は対象外。 

〇処分方法 

 霧島美化センターに直接持ち込み。 

 〇注意点 

  燃やせないごみでは排出できませんのでご注意ください。 

ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください。 

 

問 町民課 環境係 ☎0984-42-1067（内線：160） 
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町営住宅の入居者募集について 

次のとおり、町営住宅の入居者を募集します。 

●入居者を募集する住宅 

〇鹿児山団地  

昭和 57年棟  ３Ｋ  1戸 月額使用料 18,400 円～27,300 円 

〇霧島団地 

平成 18年棟  ３ⅮＫ  1戸 月額使用料 20,700 円～30,900 円 

※月額使用料（家賃）は、居住者全員の所得の合計額により増減します。 

また、月額使用料の３か月分を敷金としてあらかじめ納付する必要があり 

ます。 

●申込受付期間 

令和８年９月４日（金）から令和８年９月 14日（月）まで 

午前８時 30分から午後５時 15分まで（ただし、閉庁日を除く。） 

●申込場所  高原町役場 1階 建設水道課 

●入居の条件 

次の全ての条件を満たす必要があります。 

〇 現在住宅に困っていること。 

※持ち家のある方や既に公営住宅居住の方は入居できません。 

〇 ひと月あたりの世帯全員の所得の合計額が公営住宅入居資格基準

（158,000 円）以下であること。 

〇 市区町村税、その他本町の納付金等を滞納していないこと。 

〇 入居申込者、又は同居しようとする親族が暴力団員でないこと。 

●入居決定 

申込者多数の場合は、抽選となります。日程等については、次のとおりです。 

〇 抽選日時：令和８年９月 15日（火）午後１時 

〇 抽選場所：高原町役場第２会議室 （正面玄関入って右側） 

  ※抽選不参加の場合、申し込みは無効となりますのでご注意ください。 

●その他 

〇 入居時に必ず住民自治組織（区・班）に加入してください。 

 〇 許可を得ないで同居人を居住させることは禁止されています。 

〇 住宅内外でのイヌ、ネコ等の飼育は禁止されています。 

〇 入居者が町営住宅を引き続き 15日以上使用しないときは、届け出が必 

要となります。 

 〇 上記公募期間外でも公募済みの住宅に関しては、随時入居申請を受け付

けておりますので、下記電話番号にてご相談ください。 

 

問 建設水道課 管理係 ☎0984-42-4960（内線：143） 
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令和８年度日本発祥地まつりの出店（展）者募集について 

●開催概要  日時 令和８年 10月 25日（日）10：00～15：00 

       会場 高原小学校グランド 

          ※原則、町内事業者に限り申し込みいただけます。 

          ※出店（展）要領に沿った行動をお願いします。 

●出店（展）形態  テント・車両（キッチンカー等） 

 出店（展）内容  農産品販売・飲食提供・雑貨等販売・その他 

       ※事前申込のない展示作品の持ち込みはできません。 

●申込期限  令和８年９月 28日（月） 

●提出方法  直接持参、Google フォーム、郵送、FAX、電子メール 

       ※出店計画兼申込書についてはＨＰ又は窓口に準備しております。 

●申 込 先  高原町役場 企画政策課 地域振興係 

●説 明 会  「出店（展）者説明会」 

日時 10月８日（木）18：00～（１時間程度） 

        場所 高原町役場２階 第４会議室 

●そ の 他  飲食の提供等に係る保健所等への各種申請や許可等について

は、各出店業者で手続きを行い、法令等の遵守をお願いしま

す。 

       ご不明な点等ございましたら下記までお問い合わせください。 

問 企画政策課 地域振興係 ☎0984-42-2115（内線：226） 
 

犯罪被害者等支援制度について 
本町では、令和６年度から高原町犯罪被害者等支援条例制定により、犯罪被

害者等支援制度を設けております。 

 これは町民が犯罪行為を受け、死亡または重傷病等となった場合に、本人ま

たは遺族等に対する支援を行うもので、犯罪被害者等が受けた被害の早期回復

及び経済的負担軽減に向け支援金をお支払いするものです。 
【犯罪被害者等支援金の額】 

 遺族支援金  ３０万円 

 重傷病支援金 １０万円 

※万が一犯罪被害に遭われた場合は、総務課危機管理係までご相談ください。 

平日 午前８時 30分～午後５時 15分 

 ただし、役場閉庁日（土、日、祝日、年末年始）は除く。 

問 総務課 危機管理係 ☎0984-42-2112（内線：215） 
 

旧狭野校区健康スポーツ教室（ミニバレーボール等）について 
 旧狭野校区の方を対象に、９月５日（土）と９月６日（日）にミニバレーボ

ールを実施及びニュースポーツを紹介します。ご家族やご友人をお誘いの上、

ぜひご参加ください。 



5 

 

● 日  時 

令和８年９月５日(土) 午後７時 30分～ 

令和８年９月６日(日) 午後８時 00分～ 

●  場 所 狭野体育館（旧狭野小学校体育館） 

● 対象者 旧狭野校区の方 

● その他 事前に検温などの体調チェックをしてご参加ください。 

● 主 催 高原町スポーツ推進委員連絡協議会 

ご不明な点等ございましたら下記までお問い合わせください。 

問 教育総務課 社会教育係 ☎0984-42-1484（内線：415） 
 

日本のひなた宮崎国スポ花いっぱい運動について 
 令和９年度に高原町で開催される日本のひなた宮崎国スポに向け、今年度は

試行栽培として、花の苗を配布します。ご家庭で管理し、町内の各種イベント

で提供いただける町民の方を下記のとおり募集します。 

記 

１ 苗の種類 ２種類１セット（ジニア２株・ペンタス２株） 

２ 苗配布数 １世帯２セット（苗が無くなり次第終了） 

３ 募集期間 令和８年９月７日（月）から 11日（金）まで（土日除く） 

       【お電話または、中央公民館来館申込み】 

       ※受付時間８時 30分～17：15 

４ 配布期間 令和８年９月 14日（月）から 18日（金）まで 

       ※配布時間８時 30分～17時 15分 

５ 受取場所 高原町中央公民館（役場国スポ・障スポ推進室） 

※配布期間中にお越しにならない場合はキャンセルとさせてい 

ただきます。 

問 教育総務課国スポ・障スポ推進室 ☎0984-42-1500（内線：430） 

 

高原町メールサービスの登録の御案内 
防災、防犯、暮らしに役立つ情報等を配信しています。 

下記のＱＲコードを読み取ることで、登録をお願いいたします。 

(スマートフォンの方)                     (ＱＲコード) 
 https://plus.sugumail.com/usr/takaharu/ 
 （フィーチャーフォン（ガラケー）の方） 
 https://m.sugumail.com/m/takaharu/ 
【サービスに関するお問い合わせ】           

高原町役場総務課 危機管理係 ☎０９８４－42－２１１２ 
 



。 

 

町民各位 

令和８年９月１日 

 

高原町選挙管理委員会 

           

投票所の集約についての意見募集について 

標記について、投票者数の状況、期日前投票制度の定着、人口減少による有権者数の状況など

を踏まえ、投票所を集約することについて検討を進めています。 

今回、広く町民の皆様の意見を聞くため、意見募集（パブリックコメント）を実施します。 
 

（１）募集期間 

令和８年９月１日（火）から令和８年９月１５日（火）まで 

(２) 集約に関する資料の閲覧方法 

次ページのとおり 
また、高原町公式ホームページでも閲覧可能です。 
https://www.town.takaharu.lg.jp/soshiki/7/305395.html 

（３）意見を提出できる方 

町内に住所を有する方 

※選挙人名簿に登載されているかは問いません。また、年齢についても問いません。 
(４) 意見等の提出方法 

提出方法 提出先 提出内容 

持 参 

高原町選挙管理委員会 

（高原町役場総務課内） 

募集期間中の午前８時３０分から 

午後５時１５分まで 

※ただし、土日・祝日を除く 

指定する様式（高原町公式ホ

ームページからダウンロード

可能。）もしくは、次の事項

が記載された任意様式。 

・タイトル 

「投票所の集約（案）に関す

る意見書」 

・住所 

・氏名 

・年齢 

・連絡先 

・意見・提言等 

郵 送 

(消印有効) 

〒889-4492 高原町大字西麓 899番地 

高原町選挙管理委員会（総務課内） 宛 

F A X ０９８４－４２－４６２３ 

メール soumu@town.takaharu.lg.jp 

電子申請 

URLまたは二次元コードの電子申請ページより 

回答してください。 

https://logoform.jp/form/ipub/1766084 

※電話による受付は行っておりません。ご了承ください。 

※ご意見をくださった方への直接の回答は行いません。 

※お寄せいただいたご意見に対する町の考え方を公表します。 

（※個人情報は公表しません。）

問い合わせ先 

高原町選挙管理委員会 

☎0984-42-2112（内線 211） 

https://logoform.jp/form/ipub/1766084


１．趣旨 

   選挙は、住民が政治に参加し、主権者として自由な意思を政治に反映させることができる最

も重要かつ基本的な機会となります。 

本町では、現在、１７投票区において選挙を執行していますが、期日前投票制度の定着や人

口減少による有権者の減少、投票立会人のなり手不足や選挙事務等に対する必要経費の削減な

どを考慮することを目的とし、投票所の集約を検討しています。 

 

２．投票所集約案 

   選挙管理委員会では、現在の投票区を再編し以下のような３つの集約案を念頭に検討を進め 

ています。 

 〇集約案 

〈第１案：旧学校区案〉 

 

 

 

 

 

 

 

〈第２案：６投票区案〉 

〈第３案：７投票区案〉 

１ ほほえみ館 ２
下広原
構造改善
センター

３
上広原地区
多目的活動施

設
４ 並木公民館 ５

常盤台
活性化
センター

６
花堂

むらおこし
センター

７
北狭野
神武

ふるさと館
８ 祓川神楽殿 ９

湯之元
集落

センター

１０
蒲牟田
活性化
センター

１１

出口
農業構造
改善

センター

１２
鹿児山
農業構造

改善センター
１３

越
農業構造

改善センター
１４

下後川内
多目的集会

施設
１５

上後川内地区
多目的
活動施設

１６
西広原
活性化
センター

１７

川平
多目的
研修集会
施設

現在
投票所名

北狭野
神武ふるさと館
（旧狭野小校区）

（北、南狭野、祓川、
湯之元、中平、小塚）

4

上後川内地区
多目的活動施設
（旧後川内小校区）
（上、下後川内、川

平）

８名

国選挙
907,600円

県・町選挙
773,200円

1

ほほえみ館
（旧高原小校区）
（花堂、蒲牟田、上
麓、下麓、出口、鹿児
山、並木、常盤台）

2

上広原地区多目的
活動施設

（旧広原小校区）
（上、下、西広原）

3

投票所案
（旧校区）
（行政区）

投票区
立会
人数

必要
経費

12名

国選挙
1,361,400円

県・町選挙
1,159,800円

必要
経費

1

ほほえみ館
（ほほえみ館、
蒲牟田活性化
センター）

2

並木公民館
（並木公民館、
常盤台活性化
センター）

3

鹿児山農業構造
改善センター
（出口農業構造
改善センター、
鹿児山農業構造
改善センター、
越農業構造
改善センター）

4

上広原地区
多目的活動施設
（上広原地区

多目的活動施設、
下広原構造改善

センター、
西広原活性化
センター）

投票所案
（現在の投票所）

投票区
立会
人数

5

北狭野
神武ふるさと館
（花堂むらおこし
センター、
北狭野神武
ふるさと館、
祓川神楽殿、
湯之元集落
センター）

6

上後川内地区
多目的活動施設
（上後川内地区
多目的活動施設、
下後川内多目的
集会施設、

川平多目的研修
集会施設）

6

花堂むらおこし
センター

（常盤台活性化
センター、

花堂むらおこし
センター、
北狭野神武
ふるさと館）

7

上後川内地区
多目的活動施設
（上後川内地区
多目的活動施設、
下後川内多目的
集会施設、

川平多目的研修
集会施設）

14名

国選挙
1,588,300円

県・町選挙
1,353,100円

3

湯之元集落センター
（祓川神楽殿、
湯之元集落
センター、

蒲牟田活性化
センター）

4

鹿児山農業構造
改善センター

（出口農業構造改善
センター、

鹿児山農業構造
改善センター、
越農業構造改善

センター）

5

上広原地区
多目的活動施設
（上広原地区

多目的活動施設、
下広原構造改善

センター、
西広原活性化
センター）

1
ほほえみ館
（ほほえみ館）

2
並木公民館
（並木公民館）

投票所案
（現在の投票所）

投票区
立会
人数

必要
経費



 

３．投票所における従事者数及び必要経費 

   職員数については、国の選挙では小選挙区や比例といった種類が複数あるため、県や町の選

挙よりも人員が必要となります。立会人については、１投票所に２名を配置していることから、

選挙に種類に関係なく、３４名の立会人を選任しています。 

 

 ４．近年における投票者数の状況 

   令和６年１０月に執行された衆議院議員総選挙から期日前投票にて投票を済ませる割合が４

割以上を占めています。また、令和８年２月に執行された衆議院議員総選挙においては、急な

選挙であったことや、国民審査の期間が異なり、複雑な選挙にも関わらず期日前投票にて投票

を済ませる割合が半数以上を占めました。 

 

 ５．投票所を集約する理由 

   （１）現在、投票者の半数は期日前投票を利用する傾向があること。 

   （２）期日前投票を利用する選挙人が増加したことで、投票日の投票者が 

100 人を下回る投票区が存在すること。 

   （３）人口減少により、有権者数が減ってきていること。 

   （４）投票立会人の確保が困難になってきていること。 

   （５）投票所の人員が減ることにより、衆議院の解散等の急な選挙にも対応しやすくなるこ

と。 

   （６）１投票所あたりの経費削減につながること。 

投票者数
投票者数の内
当日の投票者数

投票者数の内
期日前投票者数

投票者数の内
期日前投票率

衆議院議員総選挙
（R8.2.8）

4,077 1,798 2,279 55.90%

高原町長選挙
（R7.10.5）

4,629 2,566 2,063 44.56%

参議院議員通常選挙
（R7.7.20）

4,396 2,052 2,344 53.32%

衆議院議員総選挙
（R6.10.27）

4,055 2,110 1,945 47.96%

高原町議会議員選挙
（R5.4.23）

4,748 2,921 1,827 38.47%

宮崎県議会議員選挙
（R5.4.9）

4,095 2,464 1,631 39.82%

宮崎県知事選挙
（R4.12.25）

4,870 2,671 2,199 45.15%

職員 立会人 職員 立会人

投票所人員数 88名 34名 70名 34名

１投票所あたりの必要経費

17投票所の必要経費 3,857,300円 3,286,100円

国選挙
（衆議院・参議院）

県、町選挙
（県知事・県議会）

（町長・町議）

226,900円 193,300円



意見等記入用紙（様式） 

高原町選挙管理委員会 宛 

投票所の集約（案）に関する意見書 

※氏名・住所・連絡先の記入がない場合には受付できませんので、必ず記入してください。 

※ご記入いただいた個人情報は公表しません。また、意見提出以外の目的で使用することはあ 

りません。 

※提出されたご意見等に対して、町の考え方を高原町公式ホームページ等で公表しますが、個

別に回答することはありません。また、住所、氏名が未記入のものや当該案件に対する単な

る賛否が記入されたもの及び当該案件に関連のないご意見等につきましては町の考え方を

お示ししません。 

※類似のご意見等及びこれに対する町の考え方は、まとめて公表します。 

住 所 高原町大字 

（フリガナ） 

氏 名 

（   ） 

年       齢 
 

電 話 番 号  

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 
 

電子メールアドレス 
 

 ご 意 見 

① 第１案：旧小学校区案について 

 

 

 

 

② 第２案：６投票区案について 

 

 

 

 

③ 第３案：７投票区案について 

 

 

 

 

④ その他ご意見 



 回覧  

地震への備え、できていますか？ 
 

令和 8 年 7 月 28 日、熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード 7.1 の地震が発生し、宇

城市と氷川町では最大震度 7 を観測するなど、熊本県を中心に大きな揺れとなりました。本町に

おいても震度 4 を観測しました。 

地震は、いつ、どこで発生するか分かりません。家具の転倒防止や非常持出品の準備、避難場

所の確認など、日頃からできる備えを見直しましょう。 

いざというときに、自分や家族の命を守るために。今できることから、地震への備えを始めまし

ょう。 

 

身の安全の備え 

１ 家具類の転倒・落下・移動防止対策をしておきましょう 

・けがをしたり、避難に支障がないように家具を配置しておく。 

・家具やテレビ、パソコンなどを固定し、転倒・落下・移動防止措置をしておく。 

２ けがの防止対策をしておきましょう 

・食器棚や窓ガラスなどには、ガラスの飛散防止措置をしておく。  

・停電に備えて懐中電灯をすぐに使える場所に置いておく。 

・散乱物でケガをしないようにスリッパやスニーカーなどを身近に準備しておく。 

３ 家屋や塀の強度を確認しておきましょう 

・家屋の耐震診断を受け、必要な補強をしておく。  

・ブロックやコンクリートなどの塀は、倒れないように補強しておく。 

 

初動対応の備え 

４ 消火の備えをしておきましょう 

・火災の発生に備えて消火器の準備や風呂の水のくみ置きをしておく。 

５ 火災発生の早期発見と防止対策をしておきましょう 

・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を設置しておく。 

・普段使用しない電気器具は、差込みプラグをコンセントから抜いておく。 

・電気に起因する火災の発生を抑制するため、感震ブレーカー（分電盤型）などの防災機器を

設置しておく。 

６ 非常用品を備えておきましょう 

・非常用品は、置く場所を決めて準備しておく。 

・冬の寒さなど、季節を考慮した用品を備えておく。 

・車載ジャッキやカーラジオなど、身の周りにあるものの活用を考えておく。 

・スマートフォンの予備バッテリー（PSE マーク付） など、必要な電源を確保しておく。 

裏面へ⇒ 



確かな行動の備え 

7 家族で話し合っておきましょう 

・地震が発生した時の出火防止や初期消火など、家族の役割分担を決めておく。  

・外出中に家族が帰宅困難になったり、離れ離れになった場合の安否確認の方法や集合場所

などを決めておく。 

・家族で避難場所や避難経路を確認しておく。  

・台風等の風水害が同時期に発生した場合を想定しておく。 

・普段のつき合いを大切にするなど、隣り近所との協力体制を話し合っておく。 

8 地域の危険性を把握しておきましょう 

・防災マップ等で、自分の住む地域の地域危険度を確認しておく。 

・自宅や学校、職場周辺を実際に歩き、災害時の危険箇所や役立つ施設を把握し、自分用の防

災マップを作っておく。 

9 防災知識を身につけておきましょう 

・新聞、テレビ、ラジオやインターネットなどから、防災に関する情報を収集し、知識を身につけ

ておく。  

・講演会や研修に参加し、過去の地震の教訓を学んでおく。 

・大きな地震の後に同程度の地震が発生する可能性があることを理解しておく。 

10 防災行動力を高めておきましょう 

・日頃から防災訓練に参加して、身体防護、出火防止、初期消火、救出、応急救護、通報連絡、

避難要領などを身に付けておく。 

 

家族でチェック 

□ 家具の固定・配置     □ ガラス飛散防止     □ 消火器・火災警報器 

□ 非常用品・予備バッテリー □ 避難場所・避難経路   □ 防災マップ  

□ 家族の安否確認方法    □ 防災訓練・地域のつながり 

「もしも」の地震に、今から備えましょう。 

 

お問い合わせ：総務課危機管理係 TEL ０９８４－４２－２１１２ 







                           事 務 連 絡 

                                       令和 8 年 9 月１日      

後川内地区住民の皆様                   うしとぐっベース事務局 

 

うしとぐっベース（後Ｇood Ｂase）運営委員会の御案内 

地域住民で後川内地区でのお困り事や課題を解決するために取り組む「うしと

ぐっベース」は 9 月に運営委員会を 2 回開催します。 

8 月の取り組み内容は裏面「ＵＧＢ便り」に掲載していますので、ぜひご覧くださ

い。 

１ 第５回運営委員会  

① 日時 令和 8 年９月３日(木)19:00～ 

② 場所 うしとぐっベース（旧後川内小学校職員室） 

③ 内容  

（１） 宮崎県日常生活サービス維持確保推進事業補助金について 

（２） その他 

２ 第６回運営委員会 

① 日時 令和 8 年９月２９日(火)19:00～ 

② 場所 うしとぐっベース（旧後川内小学校職員室） 

③ 内容 

（１）宮崎県日常生活サービス維持確保推進事業について 

（２）のぼり旗について 

（３）その他 

３ 参加方法 

  事前申し込みは不要です。上記の開催 

日時・場所におこしください。  

問合せ先 

うしとぐっベース事務局 

(高原町企画政策課内)42-2115 



夏休み解放
8月3日～7日

17日～26日の期間

U G B 便り
ジーユー ビー

うしとぐっベース（後 Good Base)

（後第1号（Ｒ８．5.1）
発行:うしとぐっベース

高原町役場企画政策

ユー ジー ビー

第5号（R8．9．1）
発行：うしとぐっベース事務局

高原町役場企画政策課（0984‐42‐2115）

ボランティアのク
リエーターさんと
子ども達とでうし
とぐっベースの
看板づくりに頑
張ってくれました

星空観測会
３０人程の方々が集まり薄曇りの夜
空を説明を聞きながら見上げました。

水遊びや工作、ごっこ
遊びに夢中！ お花の
手入れも忘れません。







各　位

１ 交通規制区間 裏面に記載

２ 交通規制期間 令和　８年　９月　７日（月）　　　８時００分　から

令和　９年　３月１９日（金）　　１７時００分　まで

３ 問い合わせ先

代表取締役　大浦　祐治　TEL　０９８４－４２－１０６０

工事責任者　春口　優　携帯　０８０－１７０５－６６２７

高原町役場　建設水道課

電話   代表   0984－42－2111

（直通 　0984－42－4959）

株式会社　大浦建設

（文書取扱　建設水道課）

令 和 ８ 年 ９ 月 １ 日

高原町長　丸山　裕次郎　　

（公印省略）　　　

畑地帯総合整備事業に伴う全面通行止めについて（お知らせ）

　今回、畑地帯総合整備事業に伴い、町道　皇子・祓川線の交通規制（全面通行止め）

を行います。
　
　皆様には大変御迷惑おかけしますが、御理解いただき御協力賜りますよう、よろしく

お願いいたします。
　

記

回　　覧



施工位置図：十文字宮下線

皇子原牧場

皇子原温泉健康村

全面通行止区間

位置図







 

 

令和８年９月１日 

 町民各位 

高原町長 丸山 裕次郎 

（ 公 印 省 略 ） 

                   

 

   令和８年度高原町会計年度任用職員(養護老人ホーム峰寿園) 

の募集について 
 
 令和８年９月以降採用の会計年度任用職員の採用試験を下記のとおり実施
します。 
 会計年度任用職員とは、一会計年度（令和９年３月 31日まで）を超えない
範囲内で任用される一般職の非常勤職員です。 
 
１  受験資格、採用職種、勤務条件等 
（１）受験資格 

  次のいずれにも該当しない方（地方公務員法第１６条） 
ア 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を 

受けることがなくなるまでの者 
イ 会計年度任用職員として懲戒免職処分を受け、当該処分の日から 
  ２年を経過しない者 
ウ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立し 

た政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、 
又はこれに加入した者 

 
（２）募集職種、勤務条件、応募資格等    
職種 応募資格 業務内容 募集人員 勤務形態 報酬額 

調理員 なし 

養護老人ホーム

峰寿園での調理

業務 

若干名 

・土曜日、日曜日、祝日を含む

シフト制（週休２日制） 

・原則、午前６時 15分から午

後６時 30分までの間で勤務部

署によって定められた時間 

（週 20時間以内） 

時給 

1,340円～ 

 
２ 受験手続 
（１）必要書類 
  ア 履歴書 
  イ 保有している資格等の証明書の写し 
   
（２）必要書類の提出先 
   ５に記載の【問合せ先】 

※必要書類を郵送する場合は必ず郵便局の窓口で簡易書留郵便にして、 
その際郵便局窓口で交付される「書留郵便物受領証」は、試験日の連 
絡があるまで保管しておいてください。なお、封筒の表には、「高原 
町会計年度任用職員採用試験受験」と朱書きしてください。 
 

回 覧 



（３）申込時の注意事項 
ア 有資格職の申込みには、必要な免許証等の写しを必ず添付してくだ 

さい。  
イ 履歴書に添付する写真は、最近３か月以内に撮影したものとします。 

写真が貼られていないものは、受け付けられない場合があります。 
 

（４）受付期間 
９月 1日（火）～９月 18日（金）８：30～17：15（土曜・日曜を除く。） 

郵送の場合は９月 18日（金）必着となります。 

※応募者が募集人数に満たない場合は、再度募集いたします。 
 
 
３ 選考方法 
  高原町養護老人ホーム峰寿園にて面接試験を実施します。 

 ※面接日時の詳細は、応募者へ個別に通知します。 
 
４  合格から採用まで 

合格発表は、合格者へ個別に通知いたします。 
なお、任用期間は原則として令和９年３月 31日までですが、次年度予算 
や勤務状況等により、次年度以降も再度任用する場合があります。 
 

５ 問合せ先 
  高原町養護老人ホーム峰寿園  
  住 所 〒889-4411 宮崎県西諸県郡高原町大字広原 5051 番地７ 
  ＴＥＬ 0984-42-1336 

E-mail:houjyuen@town.takaharu.lg.jp 



７月に開催された講座の紹介 

 

 

月に開催された講座をご紹介 

教育総務課社会教育係  Ｒ８．９．１発行 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 ９月の生涯学習講座だより 
回 覧 

お問合せ先   高原町教育総務課社会教育係（小園・山崎） ℡：（０９８４）４２－１４８４ 

 

７月に開催された講座より 

皇子原学園 「防災」 

日 時  ９月 1 日（火） 9:30～１１：００ 

場 所  ほほえみ館 中研修室 

講 師  自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所 

      所長 小野 利洋 氏 

内 容  国内外で災害活動等に尽力されている自

衛隊。「災害等派遣を通して～」と題し、日頃

からの災害に対する備えや考え方について

お話していただきます。 

 

ディップアート講座 

日 時  9 月 4 日、18 日 （金） 13:30～１5：3０ 

場 所  中央公民館２階会議室 

講 師  濱田 美香 氏 

内 容  コサージュにもなるガラスドーム作り 

書道基礎講座 

日 時  9 月 10 日、24 日(木) 13: 30～１5：００ 

場 所  教育集会所集会室 

講 師  入部 渓聲 氏 

内 容  基本の点画の書き方、他。 

       

 

やさしい英会話講座 

日 時  9 月 29 日（火） １0:０0～11:30 

場 所  中央公民館２階会議室 

講 師  出川 ひろみ 氏 

内 容  ちょっとした会話や旅行などに 

      役立つ英会話を楽しく学びます。 

 

 

ヨガ講座  

講師 濱田 

幸代 氏 

  

９月開催の講座 

ヨガ講座 

日 時  9 月 7 日、28 日 （月） 19:00～20：3０ 

場 所  ほほえみ館 和室 

講 師  濱田 幸代 氏 

内 容  ゆっくり身体をほぐしていきます。はじめて

の方も安心して参加できます。 

 

※急な変更が生じる場合があります。 

 皇子原学園 「国際交流」～心のバリアフリー 

7 月 21 日、高千穂町正念寺坊守の吉村 ヴィクトリア氏が「心のバリアフリー」と 

題し講話を行いました。イギリス出身の吉村氏は、1992 年に来日し、正念寺に嫁い 

で以来、30 年以上にわたり高千穂町で多様な役割（坊守・教師・母親など）を担って 

こられました。自身の経験から感じた文化の違い、ジェンダーギャップ、子育てなどの 

壁を乗り越えてきた事を、ユーモアを交えながらまっすぐに語られ、吉村さんが日本 

の文化を受け入れながら、関わる人々の心のバリアを取り除いている様子が伺える 

お話でした。「外見で決めつけず、一人の人間としてバリアフリーの心で見る事が大切」 

という言葉が印象的でした。 

 

 

 

珈琲の世界講座 

日 時  9 月 16 日（水） 9:30～11:00 

場 所  ほほえみ館食生活改善室 

講 師  金﨑 洋幸 氏  

材料費  500 円 

内 容  ネルドリップとペーパードリップの方法を学

びます。  

 

皇子原学園（健康増進） 

日 時  ９月 15 日（火） 14:00～16:00 

場 所  中央運動公園（忠霊塔） 

内 容  男の生きがい教室の皆様に御協力いただ

き、グラウンドゴルフを行います。 

 

吉村 ヴィクトリア氏 



口 覧
介護の基礎知識が学べる資格

受験資格の感要なり。初心者③K
130時間のカリキュラムを通学と通信で受講

申込期間 :10用 13日 (火)まで

期  間 11月 4日 (水)～ 11月 27日 (金)
土日祝日は休講となります

9:00～ 16:00(終了時間t職によつて異なります)
小林市社会福祉センター別館

小林市・えびの市。高原町にお住まいの方

※主催者が認めた場合は、それ以外でも可

すべての研修に出席が可能な方

小林市在住の方 20,000円
上記以外の方  30,000円

員

名Ｏ
定

２

研修時間

会  場
対 象 者

費  用

申込先

小林市社会福祉協議会  電話0984-23-3466 小林市細野367番地 1
えびの市社会福祉協議会 電話0984-35-2800 えびの市大字栗下67番地
高原町社会福祉協議会  電話0984-42-2230 高原町大字西麓360番地 1

主催 社会福祉法人小林市社会福祉協議会 鵜



対象者

事業の

内  容

申請の

仕 方

☆ 高原町 介護人材確保対策事業

◆ 次のいずれにも該当する介護職員本人

□ 高原町に住所を有している

□ 申請年度に、介護職員初任者研修を修了した

回 町内の介護事業所に就職する意思を有している、または

介護職員以外で就職している

国 町税等 (国民健康保険税を含む)の滞納がない

回 国、都道府県、地方公共団体、公益団体から当該補助金と

同種の補助金を受けていない

□ 暴力団員、暴力団、暴力団員と密接な関係にある者でない。

◆介護職員初任者研修を受ける受講料を、6万円を上限に補助します

0介護職員初任者研修終了後、1年以内に町内の介護事業所に就職した
場合は、3万円交付します。

◆研修終了日又は就職日の翌日から起算して30日以内に次
の書類をそろえて高齢者あんしん係へ提出してください

□ 高原町介護職員初任者研修受講費補助金交付申請書 (様式第1号 )

□ 初任者研修修了証明書

□ 就労証明書 (様式第2号 )

□ 雇用契約書の写し

回 研修費用を振込んだ際の振込用紙の写し

□ 請求書

□ 完納証明書

□ 印鑑 (認め印可 )

□ 申請者名義の通帳の写し(金融機関名、支店名、口座番号及び

カナロ座名義人が表示されている面)

□ 宣誓書 (様式第3号 )

□ 誓約書 (様式第4号 )

手続き

窓 ロ
福祉課 高齢者あんしん係

0984-42-2581(盲L通 )

命
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